
湯夫による‘ムグ惇
細魚〝この先廃の易（禎タス）（こ（ま、たし当日、のシニ出し、。．ソど一族か毎んで、お

目で協上記で奮え‘鳩々，
庭許外れた加太親て射・何でてこん枇こラー、粟秋和たんですが。

街「あ擁垣旋l諦締鴎二線とそれれてい3確縮ん1姉か従，て原碕娩；彊管
謹めiC紡しか、・とらのサクラで門人で在日㌧∴∴村会説長

夜「どん桁窮姉穿っても　れたら勅詔勅1両し、ヒ高車偽っていな
から、よくや与え1れ′ノ

頒（ム卵の雄に）両人た重んて鋤と緋せんのケ？J

反「払互めん句が宅、、人たと菊子初年・反航多のかこ桁てい，て鵡lこか）グ

畑と風貌し1日のの1研、末男のとこう、どう可てそんなに一生紡IC掴の

す∴1さっ（和好節操和、ので擁，

頑で舘†棚雄大で・電文のこと‘妨う鳥人‘こ擁て小高、かな」
夜rb人穴を（妨し擁、、郁んですね∴価で工すく、索臥して覚えてしわんてイヴうね、

やっけり頚かゑいてすす　れ』・つ

孫子被うl娘厨掬、肩伸縮生二名へ戻り和という一存のえ化人すう怠れたよう有人1旬

有人1㌧す。4㌧lC窓、、と二㌢がめうんです。社（く中越萄うんてす一着無しし、の

‘霊器磐書廟諒、行こう立働‘こ絢んか

友子ィ鮭，てと・ソピー巾∵）かと恐ったことたってあうん質．

積〝あんた主上（委橋と、ソど一重々の絶縁の経年ラくうし、一手′ちゃんとか、かっいて

ある人じゃ」

夜「。丸久婦でしょ・鰯元帥でしょ、面婦づんてしょ・あの人鉦もクこの世ICか－き

しぇんか∴名為は残ってガタイはう4㌦グーくめんたらと橋口づんの4初級ガ、複多久

島lC互うますで、とと∴ヒ・・，　　　　　　　　ス急のアビウシ

種子彼㍍日などッこ・一の居れ脇3不穏鍔でが）、仏為はスワ人生第で、天下のヤマハと争

って・島　外が物にしようとした、礼っ雲の窓磐で扮ク，

反”姉た河・一ケ筋に幼くう、年効切葬彩↓1戦われのですす？ノ敢獅

碩rか、つら′くぼ・外人の付和久山豹。クレク菌なん硝弛まれて言の葬劣考後滅

す弓とし、うことも十分考えられ石

原∴傍受〝名圭一…し・根っこ彊、、の黒‘れ・・ニ待ア：

末ニ”紹っこすあいかすで‘抽い、たた稲の何‡ラヴ一考すった‘lケのことだ。

脅えrそう考えI若布支l諒‘穣なしかすす，というやつす卯．

種子めん何重中二免2とられ3〈ういなら・好互姫幻たわ写しじゃ，
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反了等汚iI狙う、修一こい3々マトンイブウすう、穴謡OIC、－ワンマンチタウl二・易の嬢届（ゲ

イ（れ1、竹ともうえない味1高二。ヒ｛こヴ〈かしすったノ　切裂縁的紡

績「彼らも人i旬一二一極りなし、。療なめれば予定弓か）、キングの弼言九人IdI団。し

かし神縫鴛いうの〃受帥雄大佃の避租で（摘し、ヒ見るので百・・　これ同人

問とそえっのグとうか？．
生繭身のが又

夜「誘筋、高圧主このi幼生繭こ綴りは行っ′こ紹、、じ・ソe一サ擁こつてか、よんね
′＼ハ′、一一一千、ソ引7々」　　　　　　　　　　　か1名落

後”C、ソど一重坤の死中二束3愛かすは買う気にならら

友子鮎（牝、ソピーでi印し、、ワシ弛一旬∫‘こ44誇り狙イ詑しわ3。勧んたちいつま

イもそういう′ヾ姉効」生7分多からヤマト（二万のちれんんし‘々　1日破訪じ“ソ

ピー行う．ワシをっィヒ・′こ。一し‘子，∴∴∴∴∴J可稲財部‘在廷

薙行届「切なだ万一担当ピーと言われ1いますか、料の兜1三とニラてば・ネム互と何も委って

いなし・ように集うのイィ。一楊∴ヒ・ソe‘一って何てすす？。

二〉 �Q 
③膚 

㊤ 嶺芯 

∵「 ／ �i十 ‡ 

汗 � 
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盗作随穂2「畠滴る農」　弟青博史
重義のの戎蚊化験、白本そ土と虜との椙拗分布か宅言っZも当然畏き。私（ユニの教卓実

根宇久斗含ま轟LZ、ラマ逮会を尊さことに尊命LZ又も。㌧マ証会を成立±せつし、3も

のも一体向直ひがそ」とLlう毘闇を発お面、セこ1二倍もラマこ手工ウとは何岩岳のげろ

ということに黒点硝練れて命く。としZと九日）妙線虫i二、㌧マン手工ウ官有を食，Z豊

吉Z史亡のやるとLlう、金生霊宴や殺虫作物空をあれこれ課3ことZいも赤，亡。

芝の結果一日本では霜害つれてネミ尋“、荒事されZLlZも金時れzLIbil作動が、奄美

で博大岳に乗出され金島iこ±れZL13ことと壷ヴ㌧lた。とれはソテツを薯頭に、ヤマイ

そ憑、膨後南羊か；駄込んぜタピオカ＿基かミラLlLL、葉野菜としてのI＼シグマ、具

安としてのパ性イヤ、バこごユDウ皆々。

唆今、重々轡あまりソチリを刹肌色くるった。とれでもソナノの臭の威増を布，ZL13

人均し）。どの虎も、ゾラIリ甘けブ邑＜貴め豆を加え3こと1三戸，之意味しく美味し。味

噌が出主上3（のぞみ3。

ソ〒ツの菜寄島の緑髄として和田しそ史たが＿頭今、種焼直とLど」もくらっモ翁そ

のとこうでは緑肥とLZ侶柚13ことも熱く息克。香箱塵続けてLljとこ37寸言ソ

チソの縫返離われ？レほいようだ・0ゾラ胆＝卓に一恵、（晴・・宴をつけ、実何二五掠

れ3ことが巳とんど尽く、これほど擬しモ査同耽Ll。

奇襲君嫁かこねウマ、ソラiリのあまl）嬉えれZレl言い畠日工、ざ現さず、大鳥本島に叙

つZe“ソチリ毘獄。としlう言葉があきくらLlZ牒3。との妾成す3とこ〕は、全く食う

物聴くも加、＞テリーこ頼，て蛙Z行けさということ♂遜粒、あき。宴に金時、そ

れでも定I）尽けれ隊韓日厄のテンアこきで食八七。との崇が稲作の蛇粗相フフ割れげ、

菜も闊お酌に食べ亡こ幻こ高3。

唐芋とソテツ、これが奄蔓の立件衰え乏

し1亡のZあ昌。とれ二葉が入っZ粟Zい3。

もっとも衷虚の順序患、ソテーソめ善め辛と（）

うことに岳さきううか？

＞チリの毒をミ鶉。と｛lラ請抽彊

けれげ、ソチリB米より俊之会席仁恵っZLl

tかも胱Ll。廓軸という＃編がどこか主

人っZ裏白か恩命ミもLlが、人類はこの牽輔

におう巣えZ文盲よう与責もすき。

士之罫重患、大電虫垂＝大貴輯道三天童抜

南ということで、大諏会の大量消費し谷山せ

七重で、農業の三∴ステム徒が富士れ、推古劫
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湛槌を蚕フZ異音多様宮森島佐助が、台本かミ番を事古よう恵露和こあき。

横が支輔とし周れ、近代軸製薬とレ周れ、亡も索痛しく見え3境木で鵡けれど、も、こ

のよう与太宣戦に含掛ぬもの、将地域にし雨じL之い帥っ亡食的かど酬こも⊃Z

行くこと宙＿あ剖）l二も通しLlことZi当主喜しげ。

蕾は色々官ものを在り、椴々官的左食べて史亡。しかし或虐げ同じ金的が、唾馳関れ

才に争こ入獄かi）に暁も落す、全国動こ金工が平野比され、親会も田舎も凄打席い金蔓

話に唇っ亡ことへの高鳥蘭脾にらっフ芽に。

霞胎iこ印、丑鳶色の豊士を見せようということで、志し、佃をつけた郷土粕亜としう
ちのか出されてLl3日れと、も、帝詮、銭の世界の堀であ3。金銭）さゆ尊で赤きけれど
ヾ拠七重ぐが金銭の駿でしか忘く、親善ムードの瞼Z域をもうけとLlう0「Tiさ、あまり

にも悲しLl。搾素と言えば銭の＝とどと割恥Z、何〔彊うこと℃信忠Ll人跡珊州、や

たらと増えZ衰亡。もうl♭し伸二　ええ　うも掛りとう息ものどと齢。馳もっと豊が再

三マ布i）のための、豊捕縄が生与れ后Llのか？

梢靴iこき　大量出産と↓＼ラ愚穂に反発して＿近頃へ後台経営ミとしlうことが、日本忠

業の再生の尊宅’と言われZLlおしかしこの思想の車にも、やはり大輔＝大童消費呼へ

農産廉売3、とLlう渚裾から一翼即虫訓ほし）ものが砧。日本中に琵在、菖乱の

村村工lラものlま、掛とら＜存在し尽しl亡うう。蹴茸が自給岳達し、自正しZL13と＝3

尊、皆悪ど。輸送偏狭在，Z、農産物を佗師こ壷3とし）う里Z、、あ3。

合戦繹寿摘通海まわ、6時、輸送の蛙国が国内即Zいなく国際的に無限しこ尭天主九つフ

あう璃訳では、き勾さす土師亀を臣くC、合Zが国単価の噂産物の端通システムの中に飲み

込まれて行くように投与。このよう甚大母三縄緩着はエオしデー経て、掛l）、ま肯き曾今

後も坑夫±れそ行くビラう。

LDLエ九しギ一博恵投証しLlう疑問を託す3癖、重々蛸壷潅勅ら連れるとし－う

か一之ねと無闇備にちゃんと自給自足出采3鞘をLZ赤、くi腰がみきと思う。工和しキ

ーiさ恵探Z当事尽く人口増のとその三瀬畳の晃か、；、いつが⇒目性古破綻が央3号、うう。

三マを串り、真の亀虫を車3ためしこは、世界の尋ねに徽封込まれ3こと芭＜、もし笹原の

諒れ郁止ま3か、それとも洩綾す3時があっZも、キ4ッと出られ3もの古布3余裕を

Llつも著しZ界くべ、壬に・、うう。久志のデイウニ　パパウニが干すとし上宙の王制lこ、イサ

トを残しZ赤くL菖」とLlうみla、ごく当り前の労えTas。叢百人もの人間が、受空（戒

宇久も肯、げで生きのひられ3°大嘘実zl、卯。色弼食糧危楢が乗に身命要望の木陰

で生き永らえ丸ということ」な3ので。

今のうち仁愛里に色々辱上のを適えそよ、く、切論、リラIyとどしどし植えると国富に、

〉　誓霊讐謹素謡誓崇誌：霊鷲蒜姜詰器
に真壁の畑をおしIZ討手にLlと思う。
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ともかくこの考えは、夏雪盲・けではく、私の平田部蕗を忠じめ、あらゆる都議しこ言える

ことZ、あく）、暗にソテツ畑のソテツ左程先主せもし）ことは埜車で清3。奄美大島の噴く畑

の園田に臼∴i言とLどソテツが植えられてし13。見塙Zもれたソテツ相可ラゴロエノキ

をはじめと諦亜塾帯雑木が魯検すうと、陽樹Z頂きソテツはI少し77衰えて行く。

ソテツ13－日二車で喜っものつ当看たく、畿百草にも諦っZ徐々の屯粗が島zz采にもの

杏のであるCrシラーゾ畑玉串3思想、輪Llことがラマを卓也二としこ通じ3と思う。二の考え

は当り前のようであI）達も椋鳥iこしZL）3ことで赤I）白が；、つLlも、れそしきしl勝tz減

る。当面慮り三ツ境増さ仲）、これを妓南す3ことZ、・も良し）し、まモ段々畑しこスミ子との

イセの果樹を植え三二とせって衷いどうう。雷は捜々畑を見捨てGLにとに尽きるTaうう。

捻々脚の話的はとの化矯々に考えもれ3。ううごDユ／手はキうう下情がヒLZ通しZ

L＼3し、きた桑畑1こ剰翰司3ことも可寵肯、。

日本が覚えたと言っても、ほ⊥のここZO卓のこと、2）苅矧こ予雑れZL13石三鵬昌

や倭癌臣梢Olに－ソクも、すソと言う凱こ裏のZi師。何も大都会則†が人の合を載面

で骨なし1。人割き機嫌針Zは生きられらLl。届出尊命lヾ！れgLI。Llか㊥3席代が吏

ても、金曜、漁業－二親3」か昏Llのど。

申す幻、う盛の珊一二イサトを七五とLlう久志の挽主にの知知　にま＿東亜穀粒の飯

も翻し師っ亡。との鼻孔こia、醜工業戒輔に未史はきしにと訓電，Z、獄を拒

否した魂b准封つLIZLI3。労れもー小二人Z当主。）。

重々がニマ埋主Z行くにめにIa、単に金iこき操業という別十一二とかれて捕　る

い。呑如意ei鴫・載び3ことは世の定めてなお我、々眼LZ秀っZは5ら5、、支容れ

る若し二回諭しZもし川崎し、外需

軌の謀れ鴫三組も＜董癌高言。語れ（こ逆らなげはじ王倒ブコれづ蒔由れ机lが

御井れ仁尾もとを見れば、とこ高三細部はし－3こと（こ如くでは5Llか。良輔の痔

代から交付の駄句としきl）叫ばれてし13が、このミ立舗支布諭、Z」／体どれ肯け整

越され3かかったものでは敬一oしかし翁無自らの亭iこよって、自らの世鬼を釧盟する

しかをLlことは舷かZ虜3。

老若のUO一二も判こ′序っ　其モモ、再や何にもむら5LI。奄美♂麟、、Ue一二が∴

あ頚市iことどきる。名瀬も頴公轡。本当のラマ、部落社会へロクーこうはのは、も，と兄



密綬
潮ほとばし　ま看て）l」の横詳紳1号。ちらっとL口7三jO瑠駒か魚潔に昧っ

ちびと熔韓日卸）か　禾ぢ見当もつか観点「ニん創二期かとば寸と　か

えって止る時はピダリと止まるそ、その時綱頴勃　潮時を待つ．時々、飯

粒諷二郎込ん7億朝捕る。魚擬に蹴るムロアシの影が増えどしそ言潮か
ゆるくなってさとのど。探鳥ア起き3よ、か奮二㍍ンカー）うつそ鬼火寓か

ら書嵩矧二乗）紳助、条ごわらにゆ〈。人民

かち少し潮下に下がったここSより四方へ長く

ロープをのぼしてうつ。か奮ごをうっ1天和二

戻ると覇おじが判丁に璽奮し1いる。魚閑こ
ー＿＿一二ムロアジの本隊が映りでし乞のぞ言潮は止まっ一一一＼＿　　　‾上一ノ‾∴∠＋Ulノリノ付、rtK〟i巧くソIこしlこUlIこ。樹1時ILまつ

と。豹の厚別詑Om、しかし表で5薗こ
ついている。略馬ア網暫1よォA　水中灯をあげ、集獄丁の朗か）を序々に

絞る。魚が光の謝ヒ（こ驚いて一時散るがすぐ文集‡る。少しすづさから離狛

泡＼7さをよしよしもう少し乞時々ムロアシiiの吐き出しと泡があがってく
る。大き奄漣を。テ、ソポウ（大物の動を。柵祝う（薙取駒で覗くと、まるで

弁当箱の飯粒の槻二・ひしめき浪うつムロアジ。水深七八トトILのところか

魚操が三十トトILに増え壊静ての厚みを映している。何方斤幻周囲を

末を5－から一二メート／LLか薮）てい奮い。充分（こ浮賄いうう（ニ網に入拘

ると魚しこ緋きブかれる．そう奄っそう今夜の漁離「〈こ居る。でも、もう

うきしる相＼くらも患い。潮が又動きをしてうど。命綱を振ち奄l†細は∵今

夜はも崩込みが軋、諸鴇は鯛をとり終って〟納経りの声を名っている。
「－か八かやってあるか、」着実さん推馬絹藩輪す。「よーしや3土i

Oっ勘ll二網鞭る伝動捧げ声がミニえてくおヨ1サァヨン叩ア

方形に掛すられた然し塙争相二海底へ沈んでゆく。底（こついた頃を射手からって

火急は毛や、朗彊執二流れぬ規こ潅ぎ始める。春夏さんと借欄的晩でか
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いき握る。忠浣あじは魚操を睨んでいる。「湖

上の伝馬了か奄ごおでちとまォカ　失命から声

がと′㍑　rZうそ51㌢とまォ九　相）を握る

手か緊張する。一部青馬と二着伝馬の向をゆっ

〈IJゆ，くり漕ぎ入れる。ムロアゾもてっく））

つLTUき1当主おしもうすぐあお（糾）（紬の続のま陸）

を越す。よしうまく越えた。鯛の中松へと果舟

は選も．亀胃は生魚の命雪を思をのんて衛って

いる。ここらか嚢中あとりか「もう少し下が祖
「ムロ順子そっくりきてるそ」「よし．やらす孔

「やれIPnrでれ私」是再かグILッて一回転

する。「やれIrn′羊れ′掴、れ古言祝砂場

イZ漏（剖1っ勘＼（二や）綱とウ子細を掲出こかか

る・掛同声とウィンチの書が蕉電燈の雷iこきざ

れて廟こえてくる。伝馬亀の万博が程々狭まる。

伝馬の網の瑞相）契合で　三号零リビ五号寄I）

三＿　と火舟を漕ぐ作況の皆の顔か見えてくる。無

窮萱草で綱を手繰っ1いる．「あがったそォん

伺号イ青馬か真相こ鯛の瑞がっモイ云馬から声がす

こiる。「お札‡りかかれま！売却打）掴、れ拘

赤碕（印は虜揮ったか、任か勧＼′ふく引網の平

ノ噂命．細目舶小、）梢勧、、うぬ。大観・仲子っくリ

はいったで。方陣は狭められ　伝馬どうし毛や

こいかとられる。丸和も魚操の画し（7万ナ）をあ

げ右睦のタトへ出て潮干に呑わる。侮馬（ニ乗り紗）鯛を揚iT

る。朗街と不雪が丸）交じる。魚操ではわかっていても現物を打電いと軌で電圧網

の中．深く負っ黒色群れ救える。ムロアジ0）吐，さそう詮か辛か、てピーlLの潟の槻こ涌き

揚がる。きるて伺キトン毛の簿のベラにかきまわされ功、の槻二轟が捲き盛り上がる。
「バJ折、万斤、大漁」「Y、ツタ、了、ツタ」どっと歓声があがる。ムロアシを取り巻

いて喜びと疫垢に馨刻軸や捕れる。「サンミかむんしまrL」宅ぶて大約ムロアジも選

び抄ってサンミ（こ捌き、年当を喰う。弁当解のふたにウシ三を山盛りにし、クシュ塘字訓と

ショウ1左ぶっかけてかきさせる。喰い終ったヨ積む込みを。寮を！買うでくんで聞低馬

から楯にチわとす。無し王水氷をしそ八、ソ手の甲へ、魚のはね奮はす鱗抑全身lこノ討）かか

る「名瀬瞳六名早く集れ亡兄　魚を積み終えると若し1着が東リ組んて名流の揚場へど向

かう、乞う知、捌†る。碓ごを揚げて御随ビ。大潮薙裾、軍閥を浴びて．‥
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ゆ引よくり
名湖漁協の揚場での入札が粧きっ印、勧なか雀がムロアジの番は週わってこ奮い。

名灘脇の組合買優先幻、う課を。イ肋比丘の漁協組合員（ま後まわしにご鵬。私達の地

元車検漁開ニiま掛細割、ので魚層隻腔醜名瀬Iこ掃っていくか自分達で売るしかを
い。重富丸が名瀬漁港。肇を見せるとムロ7ジの翫雌が下がるひ、つぼで我々減る

ムロTゾの名瀬市場lニ矧甜影響lま穴きし、。方斤うかくのムロアジを持ち込め（駒は

l暖ま大漁か続き市場に魚がどぶつい1∴キロ教十円という催しかつか匁、雪もあった

買い手市場乞仲買人が、子弟も冷凍倉庫害を持っている大手の業者が　幅を利かす。

彼らは酎溜めが出来るし、無紬二買う砿要も番目　こっちはとをかく細、う魚を下ごね

ば次の漁（ニ出られ忠一。いくらでも川、か男lき琉っ1℃5日匂一〇日きおい足元（二伸†

退き在るの毛唐科目‡旬）。去年も何度か大諷こもかかわらずくヤしい思いをしろものぞ。

私達が昏陸で氾いろ分を魚を買っ1峻う人が書ん‾nlる忠うま亀小が．ほくそ笑んで

いるのは仲買人を（ナて（よないか。電く熟、囲いモ魚を右から左〈廻す骨十で二倍三倍の値

で売る。キロ薮十円の魚用、売り店（ニいくと薮百円となる仕組み宅。人のうわ舌えを撥ね

て唸ってるやつかいる。毛し自分達て、●ニ今凍設備を持ってL汚ら外す押す捨て値て魚を置い

てさそりはし奮いの宅が。

モううん毎度毎度名瀬へ持って行く訳では乱1．自分達てすぐ売り捌†る量どっとリ、

揚場が休糾ぞとか培って行くのか闇lニ合わ合し暗合と宅。漁師が魚屋に早変わりする。鰻

入リコーとーで矧†を醒ましてトラックに魚を積んでは

売りに行く。時に（搬機台て勘案して。この痛ぼ祝）

は賛成諒部落も長持豚部落も奄く売りにまわる。買う方

そってそうを。「三キロ千円にてと質たてのチッポウム

日下ソを販売してみ）ますJ　部落のマイクて放送する

とバァワン透がショォケ（ざ㊦習けツむ言って喬び出し

てくる。トラックのまわりは大騒ぎを。刺し乳矧二大さ

呑やつを選ぼうと魚を引っ掻きまわお時lこし掘り命日

圭でする。売1）手としてはあ訃月仕りまわすと魚がだれるのてつい「大きいのを選んだ

ら一キロ四百円ぶっ込み十三キロ千円どよJ毛とと叫′ぶ。寿（こか醤落手の針を晃もせず

に負け5負け5とうるさいこと。皆五キロ十キロと魚を買う。一人暮らしの八千サンでさ

え十キロの魚を買ってし、く。十キロの蕪幻、うこパケソI二はいりきろ急、ぐらし）あるo塩

をして楓二干して保有するのぞ。冷蔵庫かできる前からのやi）方号。ヤマトに出て日る子
ノ偏重に送ってやる劇こ干魚を作るという人も多い言魚挿部落の名残りをううか。

ウキバーlL（湾口郭）の部藷ではこの楓二売抑るのぞかウうう今（湾東部）の郭藷では様子か

変わる。きず入新物を持って執、iニ来る人（捕まりいなし）。大概がこう勃当寺っていった

ピ三一IL袋を利用すま

（93）



て手渡ご新富のをきれ）に一別こ並ん‾て侮っている。商店や行商の垂から買い∴勧1ている

からどううか．そういえば買う量も一キロ単位＿今夜のおかずという見合で買っていく。

店にさえ行けば何時てもイ可でも預るるか到、　ウキ八一一ILのほとんどが梱派で　ウラウ

千のぽとんと祁賛成派幻弓のモな訓まとと納得相、〈。
臼悔－ば漁l二も急き爪1漁鶴は一昨年を¢うに上圭わっ匂ヾ、討）上げの方はそうゆう

わ佃二はいか勧＼った瀬戸内のまき網漁が競争相手としてて－てさを垂も放）大漁鵡克

くと伸胃韻語に覿叩かれとのを。自分蓬で売出こまわ何ぼ日日値て売れるのは分かって

日割当夜に照に出て厨は行商という事に奮うと、嘔千旦週矧ま免れ缶用海の上では命

とりに敏）かねない　行商を漁に出勧＼っ毛大に毛のもという与もあるが∴漁I訓くもの宅’

大漁の時は満の李も倒）と日ほどだが∴午漁の時はどうするか。獲れ香し噂は何日青魚iニ

出存知1こともあるの乞その時王者ぞ廿の大を遊ばす余裕l商い。冷憩芝侍があ捕まど

うか確航魚を一時スト、ツクすることができ制覇常に崇写。出荷もある程度調整7、き

る。しかし、こ刑こ（吉相当まとまった資金かいる。ともかくこのままでは頭打ち雪。かつ

て0凝漁のようになってしまうので（括いか。柳程巣えと鰹漁が、ザユニンテ　コア二

シテと部話中で従重しを生産共同イ水耕次第に崩壊しその〈坤の減少や台風の被害の為aT

だ5うか。

牽横軸綾紫の絞れ
軸肘は鮭漁（ニ説き‖漁業で総統とTと部落も幼、っモとこうど。日0時　曽浮島脂

連台の建設にき毛技師が　この周辺が鰹の鷺縮であるの乞発見しな先ず屋鈍て鰹一本

釣り欄められ　阿室千田久志∴車検と茨小二広か）盛んに奮っていった。若者は一

本釣りに　中年は餌幻）に．安牛膏りは鰹離陸l二と部活中が蕪かえっ乞，最盛期には

ピーILで足を洗ったといい、居館では大正日計で〈ニ団会議胃の選挙杉を持つ者もいとという。

平か1ヤマトの漁舶l進出してくる枝に辱っ宅。この頃のヤマト崩し漫により沿岸漁業

か哀重し、沖合、選手へと漁場を拡大し1いく潮だった国I剖8沼牛に遠洋漁業奨鴎左
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を出し聞9年には南洋漁場諦杏を行をっている。

どんちゃん騒ぎに明I†暮れモ鰹景気も昭和Iこ胤、リ、ヤマトの漁鉛の進出が本格イける

l二つ1下火に奮って（）っ宅。鰹節の働き下相）、鮭漁組合の経営は悪化した。餌の泊少や

台風竜巻掌の災害勅ロわ評組合は次々∠解散Llいっ乞好況時に姉川四国あ争）

から出綾さに人か釆11）宅といガ今度は逆にシマから柾廊山中∴焼津をどの漁業基

地へ出穂さに行く大鵬えと。ヤマトの船に束っ1奄美遅効こも漁としにきたという。

鰹漁業か衰退してし、く中7、餌と日のキビナゴ魚の技術をそのまま浩かしてムロアジア

プリ漁か起っな電柵まムロ蔚製造を目的とし1朝一’て鮮魚としてと肉親効っりつつ

も乾後も7ナノ漁I描け3㌢汚。しかしヤマトが高度経済成長を唱えたすヤシ了の人口か

激涼し始めと。村離合の例にもnす過疎老齢化の浪をか′～ら宅。大字不足か67ブリの

畑ま一つ－ブ唐えて（）っそ。悔8年車検村で

最後きて焼っ毛平田のTブリの灯か消えを。

）973勧璃社釦唾疎くニ囁いて日るとこう
／＼減チ久畠石油基擢極かもちあがっ毛。中

称蒔二派に別れ批点目しあうように奪I）

漁協韻破2：友和の激放棄寸前の状

態で舶摘紬「いる。奄美に釣する石油基

堆1回鴎幸久にとどまうデイ頼浮，伸子
圧雪、笠利湾∴おき凧二枚轍理工鳳こ原紬

五つ畳淫．今風まヤマトは奄美の淳子のものを奮い（こきを。

奄美の海は今別の影でも奪われつつある。奄美水産業のヤマト資本矧化生商会の貴

族会社は蔀態鵬一柳株主勧境木はヤマトそし．昨年から平田Tザ」組合の競走相手

とるっ1いるまき網漁をぐるグループもヤマト資本そ。両方ともトップにいるのはやマト

ンチエウ掌。仙こもヤマト資本が入ってヤっ111議殖業者もおれl。畠左ヤマト中央′＼

〔風止出るシステムかつくられフフ忠言。

l桝年東亜騨薄板手遁園画を奔哀しと翌年・反対宙動の整。あがりの中で千田に
Tナノ漁か再開こ拙宅．しかし再開さn毛とLlっ1モ過疎か牌消され手動、うでは奮い。か

っては二組のアプリ組合のあっモ平田モ今十は「紐の組合でさえ千田チュウ引†て（古平っ

1川†自）。昨年のアプリ漁て‘悼二十四着の出漁着のうち千田チコ十男詳数、後の半分は

近隣部落の厄神派の人と梗秋用争勧尭後に奄美（こ入植しろ私蓮などである。

私達諦油基地二郎揮；緬たちか再摩乱写7ブリ漉くこ参加し「三年，漁吊とし1の

実力を蓋いフフ　ジマ鵬酷の儀彊得て白く一方、賛成派にとってほ『ヤマトから厘対

派の拍動こきそこ、ソrHと日う垂7日昨年2月28日先達僅鮒伽口人を不当に拒絶され7三

取勺に対す3人奴唱宮もさること杏から漁業板取兵ギi」キー」の漁協にとっ「数名の存在か・

奄美の演の未来を左右し力流風、状況i二　村展盆艶）支援をう何て提訴裁判ま勝ち日馬
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しの賛成派の引き延ばし執二伸々進まず。今年Z別5日に牙二回鮮iほ終え次回はいよい

よ証人調べ（ニ入る。この乳本来毎年行在れ招るはすiの資格審査即h「去年の（丁場清め鮨秒

かつかな。うちに則るのに超勤Y籾〕ん」という反対派の理寿の主張に今年は中止と決

定、L月縫目の漁協総会では理拙速の改選予定・理事も名のうち賛成派4名反対派2名

監事と名は賛成派この比率がどう奮うか，票は巧：佃・・

あぶり漉璃
昨年、瓢の漁網的77ナノ組合は解散し乞。戴績乏杏と様々杏韻語に対処で‘きる絶

命こっくり舌あす為に一旦白組二戻してみようセロう二七号

ネックと奮っ1日るのは流通機構宅。小量の水場毛と自分と51近隣射落へ売りにもき
りっとか、大魚となると鮮魚と日う時同と勝負の商品骨†に自余そら骨17は押良和あっ

た。子の魚一時に大量Iニ魚のはける堀端へともっ「いっその1iぁ言問～）、そこでは仲買業着

に買巾曲れ結果（蛙漁食乏1iぁっ宅。「ええい、二桁7－（評mん　しかし、既にア
サ」漁は后油基地を阻止するとし）う侮稀をおびて口語。で剃る楓こし辱Hnば缶今宮Ll。

今、冷軽症の話的具備的に進め5mている。倉庫かあ抑鴇を売り鵬寺7天勧暗

く「竜魚（ニ出帥斜1ということはなく杏る。出荷量を言靡窒11き柵蝿親日を出立させる

こともてさ．出漁着か販売に斬る短捕ま解消されるぞうう。子細二含ま77ナノ漁にか

かわれ奮かっを体の貴台1校の漁に出和合かっと人です．早宮をどが販売をつうじアプリ

：風二王休的Iニかかわることが仕壊．る。立、冷凍倉庫の使い塗はアナ」漁にかぎ5奮い。ス

モモ在と果実劇乍物7、利用する萌髄もからげてくる。

躍貯留金をどうするか色相をはじめ県平田と対立し　尿蛾（二村する差別イ鞭がま

かり通る状況て行政に何か観踊できる馨るうれ上からのおこぼれをl熊‡するというの

ならこれが、底辺であることを認め国劇ヒすることてしか奄Ll。冷難波をつくると在ると

今の氷特高で（）く乙畳屋一千利き砿撃ち。今まで（ま資金面のこと麟前売てある山下春更氏

が青を魚っ1日たか．個人の掠牲醗巨利こ依存していては職軸や見えている。今まで倒配

当率の干適正て三三てさえ網元の負担は多い。アプリ組合胡轍しそのもそれSを改乞め

る為乞今鯛の有識々のもの（こし「いるかか試さnてLl舌。‡蜘縁を含め技手久向

争を支援してくれる人々にひ5く出資を呼びかける幻1う粟邪検討C門1いる。どの榛名

彰でてるかはききって杏（朝、おそらく配当金てっくられる捷係には春光ロゼ3う。奄

美の海掘駈であるということ1つくられる前縁震
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．．．彩、．．．
奄美に入ってもう三年に窮。十イ固執う今まてこん敬二長く一ヶ所（ニいるのは初め

てを。子種では長くて揮、数ヶ月む転々としていな。うん醇的）はし勧・全
面途半端11Iまっそらかしてさら。訊（拍分か主体位をモっ1雪に向かわ杏かっ宅から

雪目）つも幹は傷つか斜）イ掴こし、1逃げ蓮を用意し1日謝1つ誠子どっと。、当然毎

か－舗別当、くどいづことは奮かっそし　朋腎軸拍分の姿勢喬の勧弓　場卸軸、え

て即も同じことの繰I）返し‾碕っと。融和道矧こきと増毛同様であっ三〇アブiJ漁、

后油敦樹同寺、コミューン、酔胱ひか在るものはあっ勧i千mはそnl吊、魚l。
しれ　辰軸等のきっモモ勅、に口碑欲蒋く自分が白黒との立場をとるのかをは

っ勘さ掘胎と兎かっそし，文無我憧腸の狭し凛7－の大のぶつ机あいは自分の中

の曖昧舌とこうを自覚こ亡朝と。そして逃げ道や逃げ場杏とは割き尊いのど幻）うこと

わすうす柳っ1さを。投げ常垂は今までの繰り返してしか租、。三年そっち今でも

平でモす紺挫け出しそうになる。千m（薬きっ1自己変造を追う和宮）する暗室しか

し結局は毎日一一一ここでやる書を選び紡しているのぞ。

艶に奮っ「よおや〈奄圭で鯛を守る幻1うことの意味がわ相川†て三毛。漁師を
やるには㍗拘る環を自分てフくるしか奮い。アサノミ魚と同じを。

綱が重いと与の布を抜出圭一7m儲†網は瑞からす’魚は手（ニ鳳）5割、。自分か手を

楓†ば皆の魚か一割二逝け「しまう。咽る事は7mぞ榊カー柿平る到†告。柵勢しそ

りでna）し勧1℃、人手は幼）ほう‡向）い
そうそう三月　杢節風帥うみを－し　郵噂の，滝こうを開きはじめる。
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